



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































A DELEGATE TO THE GENERAL CONVENTION
OF HIS CHURCH
AND ALWAYS A SINCERE FRIEND AND SUPPORTER
OF ITS FOREIGN MISSIONS
サミュエル・リヴィングストン・メーザーを記念して
長年アメリカ聖公会の総会代議員であり
つねに外国伝道のよき友であり支援者であった
－ 80 －
分
に
世
俗
的
な
面
を
あ
わ
せ
持
ち
、
当
初
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
学
位
の
み
を
授
与
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
伝
統
的
な
「
大
学
」
の
名
に
相
応
し
く
神
学
・
医
学
・
法
学
な
ど
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
を
意
識
し
、
十
七
世
紀
末
に
な
っ
て
初
め
て
の
神
学
博
士
号
を
イ
ン
ク
リ
ー
ス
・
マ
ザ
ー（
当
時
の
学
長
）
に
授
与
し
た
こ
と
、
な
ど
を
紹
介
し
て
、
英
国
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
（
当
時
卒
業
生
が
す
べ
て
聖
職
籍
を
取
る
の
が
建
前
だ
っ
た
）
と
の
比
較
に
お
い
て
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
の
世
俗
性
を
際
立
た
せ
た
描
写
を
し
て
い
る
。
こ
れ
が
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
聖
職
、
説
教
、
信
仰
の
あ
り
方
の
問
題
に
繋
が
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
同
書
に
触
れ
た
の
は
こ
う
し
た
宗
教
史
の
記
述
が
目
的
で
は
な
い
。
　
「
イ
ン
ク
リ
ー
ス
・
マ
ザ
ー
」、「
神
学
博
士
」、「
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
」（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
）。
　
筆
者
は
し
ば
し
本
筋
か
ら
離
れ
、
こ
こ
に
目
を
奪
わ
れ
た
。
　
そ
れ
は
い
ま
か
ら
五
年
か
六
年
も
前
の
こ
と
だ
っ
た
か
。
キ
ャ
ン
パ
ス
で
偶
然
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
氏
（H
erbert A
. D
onovan III, 
総
長
室
調
査
役
、
経
営
学
部
講
師
）
に
会
い
、
立
ち
話
の
中
で
「
十
七
世
紀
か
十
八
世
紀
の
ボ
ス
ト
ン
に
、
有
名
な
牧
師
で
コ
ッ
ト
ン
・
マ
ザ
ー
と
い
う
人
が
い
た
。
図
書
館
旧
館
の
メ
ー
ザ
ー
と
同
じ
綴
りM
ather
で
、
お
そ
ら
く
図
書
館
の
寄
贈
者
で
あ
る
M
ather
家
も
、
マ
ザ
ー
と
読
む
の
が
正
し
い
は
ず
」
と
い
う
情
報
を
頂
い
た
。
　
驚
い
て
た
だ
ち
に
コ
ッ
ト
ン
・
マ
ザ
ー
に
つ
い
て
調
べ
た
の
だ
が
、
当
時
の
力
量
不
足
か
ら
、
ボ
ス
ト
ン
の
牧
師
と
本
学
図
書
館
寄
贈
者Sam
uel M
ather
お
よ
び
そ
の
父Sam
uel Livingston 
M
ather
の
関
係
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。
　
し
か
も
、
固
有
名
詞
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
、
同
じ
綴
り
で
違
う
発
音
と
い
う
ケ
ー
ス
も
お
そ
ら
く
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
そ
の
時
点
で
深
追
い
す
る
こ
と
を
諦
め
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
　
今
回
、
筆
者
は
た
ま
た
ま
手
に
取
っ
た
宗
教
史
の
書
籍
に
現
れ
た
「
イ
ン
ク
リ
ー
ス
・
マ
ザ
ー
と
い
う
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
神
学
博
士
」
に
関
す
る
記
述
か
ら
、「
コ
ッ
ト
ン
・
マ
ザ
ー
と
い
う
ボ
ス
ト
ン
の
牧
師
」
の
記
憶
を
呼
び
覚
ま
さ
れ
、
嫌
な
予
感
に
突
き
動
か
さ
れ
て
改
め
て
そ
の
家
系
に
つ
い
て
の
調
査
を
試
み
た
。
　
ま
ず
手
っ
取
り
早
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
イ
ン
ク
リ
ー
ス
・
マ
ザ
ー
」
を
検
索
し
た
。
数
あ
る
サ
イ
ト
の
中
か
ら
「
コ
ト
バ
ン
ク
」
と
い
う
日
本
語
サ
イ
ト
を
見
て
み
る
と
、「
世
界
大
百
科
事
典　
第
２
版
」
の
解
説
が
抄
録
さ
れ
て
い
た
。
念
の
た
め
図
書
館
で
現
物
に
当
た
る
と
、
確
か
に
以
下
の
記
述
が
見
つ
か
っ
た
。
　
「
マ
ザ
ー
家　
ア
メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
植
民
地
の
代
表
的
聖
職
者
の
家
系
。
親
子
孫
３
代
の
マ
ザ
ー
は
、
い
ず
れ
も
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
湾
植
民
地
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
体
制
の
擁
護
に
全
力
を
傾
け
、
頑
迷
な
保
守
派
と
み
な
さ
れ
る
が
、
宗
教
上
の
み
で
な
く
知
的
に
も
多
大
の
遺
産
を
残
し
た
。
初
代
の
リ
チ
ャ
ー
ド
－ 81 －
Richard M
ather
（1596-1669
）
は
１
６
３
５
年
イ
ギ
リ
ス
か
ら
移
住
し
、
会
衆
派
教
会
の
基
礎
を
築
く
の
に
貢
献
し
た
。
２
代
目
の
イ
ン
ク
リ
ー
スIncrease M
.
（1639-1723
）
は
、
ボ
ス
ト
ン
で
牧
師
と
し
て
説
教
に
生
涯
を
さ
さ
げ
た
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
学
長
や
対
本
国
交
渉
の
植
民
地
代
表
を
務
め
る
な
ど
広
く
活
躍
し
た
。
３
代
目
の
コ
ッ
ト
ンCotton M
.
（1663-1728
）
は
強
い
自
負
心
に
比
し
て
、
時
代
の
推
移
に
よ
り
影
響
力
の
低
下
は
否
め
な
か
っ
た
。（
略
）」（『
世
界
大
百
科
事
典
』
第
27
巻
（
平
凡
社  
一
九
九
八
年
）
　
コ
ッ
ト
ン
・
マ
ザ
ー
に
つ
い
て
検
索
す
る
と
、
こ
れ
も
か
な
り
多
数
の
サ
イ
ト
が
ヒ
ッ
ト
し
た
が
、
“Rev. Cotton M
ather, 
Salem
 W
itch T
rials
”と
い
う
見
出
し
語
に
は
正
直
驚
い
た
。
こ
こ
で
は
コ
ッ
ト
ン
が
イ
ン
ク
リ
ー
ス
の
息
子
で
あ
り
、
悪
名
高
い
セ
イ
ラ
ム
（Salem
）
の
魔
女
裁
判
に
関
わ
っ
て
い
た
牧
師
で
あ
る
こ
と
が
延
々
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
こ
の
時
点
で
、
コ
ッ
ト
ン
に
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
マ
ザ
ーSam
uel M
ather
と
い
う
や
は
り
聖
職
者
の
息
子
が
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
が
、
十
七
世
紀
生
ま
れ
の
こ
の
男
が
図
書
館
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
で
あ
る
と
す
る
に
は
、
い
さ
さ
か
年
代
が
古
す
ぎ
る
。（Geniʼs Genealogy 
D
atabase; http://w
w
w
.geni.com
/people/
）
　
本
来
の
順
序
と
は
逆
か
も
し
れ
な
い
が
、『
キ
リ
ス
ト
教
人
名
辞
典
』（
日
本
基
督
教
団
出
版
局  
一
九
八
六
年
）
で
「
マ
ザ
ー
」
を
引
く
と
、「
マ
ザ
ー
（
メ
イ
ザ
ー
）、
イ
ン
ク
リ
ー
ス
」「〔
同
〕
コ
ッ
ト
ン
」「〔
同
〕
リ
チ
ャ
ー
ド
」
の
親
子
三
代
、
い
ず
れ
も
十
七
―
八
世
紀
の
著
名
な
聖
職
者
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
辞
典
の
凡
例
に
よ
れ
ば
、「〔
人
名
カ
ナ
表
記
は
〕
慣
用
的
な
表
記
と
異
な
る
も
の
に
は
、
検
索
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
≲
見
よ
項
目
≳
を
多
数
収
録
し
た
」
と
あ
り
、
試
し
に
「
メ
イ
ザ
ー
」
を
引
く
と
、「M
ather 
→ 
マ
ザ
ー
」
と
あ
る
。
こ
の
辞
典
が
M
ather
の
読
み
を
「
マ
ザ
ー
」
と
認
定
し
、「
メ
イ
ザ
ー
」
を
日
本
で
の
「
慣
用
」
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
の
家
系
へ
　
で
は
図
書
館
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
は
ど
こ
の
誰
な
の
か
。
今
度
は
“Sam
uel M
ather
”で
絞
り
込
ん
で
検
索
し
た
。
　
こ
れ
に
つ
い
て
も
多
く
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
見
受
け
ら
れ
た
が
、
図
書
館
寄
贈
者
の
年
代
と
し
て
相
応
し
い
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
前
半
の
著
名
なSam
uel M
ather
に
限
っ
て
言
え
ば
、
全
て
の
サ
イ
ト
が
、
オ
ハ
イ
オ
州
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
と
関
係
の
あ
る
一
族
を
示
し
て
い
た
。
　
中
で
も
、
研
究
図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
い
う
最
も
信
頼
性
が
高
い
情
報
源
で
あ
ろ
う
“Ohio Link - O
hioʼs A
cadem
ic 
Library Consortium
”（Ohio LIN
K
 Finding A
id Repository: 
https://w
w
w
.ohiolink.edu/xtf-ead/
）
の
サ
イ
ト
に
は
、
W
estern Reserve H
istorical Society
が
所
蔵
し
て
い
る
－ 82 －
“Sam
uel Livingston M
ather F
am
ily Papers
”, 
“The 
M
ather Fam
ily Photographs
”そ
し
て
“Sam
uel M
ather 
Record Book
”と
い
う
資
料
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
を
記
し
た
ペ
ー
ジ
が
見
つ
か
っ
た
。
　
こ
れ
ら
の
資
料
概
要
の
み
に
よ
っ
て
も
、Sam
uel Livingston 
M
ather
（
一
八
一
七-
一
八
九
〇
）
と
い
う
人
が
一
八
四
七
年
に
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
に
住
み
着
き
、Cleveland Iron M
ining 
Com
pany
創
業
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
な
っ
た
こ
と
、
彼
の
一
番
下
の
息
子
がSam
uel M
ather
（
一
八
五
一-
一
九
三
一
）
で
あ
る
こ
と
、
こ
のM
ather
一
家
は
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
素
封
家
で
、
古
い
時
代
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
マ
ザ
ー
家
と
関
係
が
あ
る
、
す
な
わ
ち
イ
ン
ク
リ
ー
ス
、
コ
ッ
ト
ン
等
の
ボ
ス
ト
ン
・
マ
ザ
ー
家
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
並
行
し
て
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
州
立
大
学
（Cleveland State 
U
niversity
）
の
図
書
館T
he M
ichael Schw
artz Library
が
設
置
す
る
“The Cleveland M
em
ory Project
”（http://
w
w
w
.clevelandm
em
ory.org/
）
担
当
の
司
書
ビ
ル
・
バ
ロ
ウ
（Bill Barrow
）
氏
に
メ
ー
ル
を
書
き
、
上
記
のSam
uel
お
よ
びSam
uel Livingston
と
ボ
ス
ト
ン
の
マ
ザ
ー
家
の
関
係
、
そ
し
て
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ドM
ather
の
正
し
い
発
音
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
。
　
そ
の
結
果
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
のM
ather
家
は
イ
ン
ク
リ
ー
ス
や
コ
ッ
ト
ン
の
子
孫
で
あ
り
、
発
音
は
同
じ
く
マ
ザ
ー
で
あ
る
（
“We pronounce it the sam
e as his ancestors, Increase 
and Cotton. Sort of com
bination of 
“mathem
atics
” for 
the 
“ma
” part and 
“mother
” for the 
“th
” part …
…
）
と
の
回
答
を
得
た
。
　
さ
ら
に
、
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
編
集
し
た
『T
H
E 
SPIRIT
 O
F M
ISSIO
N
S
立
教
関
係
記
事
集
成　
第
４
巻
』
（
立
教
学
院  
二
〇
一
三
年
）
所
収
の
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
落
成
に
関
す
る
記
事
（
同
誌 
一
九
一
九
年
九
月
号
）
に
は
、
図
書
館
寄
贈
者
サ
ミ
ュ
エ
ル
が
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
人
で
あ
る
と
す
る
以
下
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
“Balancing the chapel is the 
library and adm
inistration building, M
ather H
all, the 
gift of Sam
uel M
ather of Cleveland.
”
　
加
え
て
、『
立
教
大
学
新
聞
』
一
九
二
五
年
五
月
一
五
日
号
に
は
、
図
書
館
寄
贈
者
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・「
メ
ー
ザ
ー
」
氏
が
来
学
し
た
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
情
報
を
総
合
す
る
と
、
本
学
が
一
九
一
八
年
に
池
袋
へ
移
転
し
た
際
に
、
父
親
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン
を
記
念
し
た
図
書
館
を
寄
贈
し
て
く
れ
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
と
は
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
鉄
鉱
会
社
創
業
者
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン
の
息
子
、
一
八
五
一
年
生
ま
れ
で
一
九
三
一
年
に
亡
く
な
っ
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
で
あ
り
、
そ
の
正
し
い
名
前
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
マ
ザ
ー
で
あ
る
と
言
っ
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
つ
ま
り
、
立
教
大
学
の
図
書
館
だ
っ
た
煉
瓦
建
築
の
名
称
は
、
－ 83 －
「
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
は
な
く
、「
マ
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
あ
っ
た
の
だ
。
　
こ
の
話
を
旧
知
の
元
職
員
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
こ
と
な
ら
二
年
ば
か
り
前
に
ア
メ
リ
カ
人
の
チ
ャ
プ
レ
ン
が
学
内
誌
に
書
い
て
い
た
、
と
教
え
ら
れ
た
。
　
雑
誌
「
立
教
」
第
二
二
七
号
（
立
教
大
学  
二
〇
一
三
年
）
所
収
の
エ
ッ
セ
イ
、「
チ
ャ
プ
レ
ン
室
コ
ー
ナ
ー　
恵
み
深
い
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」（
マ
ー
ク
・
シ
ュ
タ
ー
ル
司
祭
）
だ
。
迂
闊
な
こ
と
に
、
筆
者
は
こ
の
記
事
を
見
逃
し
て
い
た
。
　
こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
シ
ュ
タ
ー
ル
司
祭
は
、
自
ら
の
出
身
大
学
で
あ
る
ケ
ー
ス
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
リ
ザ
ー
ブ
大
学
（
オ
ハ
イ
オ
州
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
）
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
はM
ather
の
名
を
冠
し
た
建
物
が
複
数
あ
り
、
そ
れ
ら
は
“mæ
ðə
”（
マ
ー
ザ
ー
）
と
発
音
し
、“meɪðə
”（
メ
ー
ザ
ー
）
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
同
大
学
に
名
を
残
すM
ather
家
は
、
本
学
に
図
書
館
を
寄
贈
し
て
く
れ
たM
ather
家
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。（
司
祭
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
は
「
マ
ー
ザ
ー
」
と
中
に
長
音
記
号
が
入
っ
て
い
る
が
、
文
中
に
示
さ
れ
た
発
音
記
号
を
見
る
と
「
マ
ザ
ー
」
が
よ
り
近
い
表
記
で
あ
ろ
う
）
　
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
調
査
役
の
話
と
シ
ュ
タ
ー
ル
司
祭
の
エ
ッ
セ
イ
、
そ
し
て
森
本
あ
ん
り
の
著
書
。
　
神
は
わ
れ
わ
れ
に
、
三
度
に
わ
た
っ
て
助
け
舟
を
出
さ
れ
た
の
だ
。
　
こ
の
三
艘
の
舟
を
生
か
す
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
が
、
悔
や
ま
れ
る
。
「
メ
ー
ザ
ー
」
の
起
源
　
で
は
な
ぜ
本
学
関
係
者
が
、
元
図
書
館
の
寄
贈
者
を
「
メ
ー
ザ
ー
」
と
呼
ん
で
い
た
の
か
。
　
当
セ
ン
タ
ー
宮
本
正
明
学
術
調
査
員
に
依
頼
し
て
で
き
る
限
り
の
用
例
調
査
を
試
み
た
が
、
結
論
を
言
え
ば
「
誰
が
い
つ
始
め
た
か
」
に
つ
い
て
確
か
な
資
料
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
　
確
認
で
き
た
最
初
の
邦
文
学
内
文
書
は
『
立
教
大
学
新
聞
』
第
14
号
（
一
九
二
五
年
四
月
五
日
）
で
、
関
東
大
震
災
後
の
改
修
が
な
っ
た
図
書
館
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
。
　
「〔
略
〕
ア
メ
リ
カ
の
有
名
な
富
豪
で
立
教
の
発
展
を
常
に
念
頭
に
置
か
れ
て
居
る
メ
ー
ザ
ー
氏
が
修
繕
費
一
切
を
寄
附
さ
れ
て
成
っ
た
も
の
で
、
氏
を
記
念
す
る
為
に
メ
ー
ザ
ー
氏
図らい
ぶ
ら
り
ー
書
館
と
名
付
け
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
」
と
あ
り
、「
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
名
が
震
災
後
の
命
名
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
　
同
紙
第
117
号
（
一
九
三
一
年
一
二
月
一
二
日
）
に
は
、
ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
が
ア
メ
リ
カ
の
友
人
に
図
書
の
寄
贈
を
願
う
書
状
－ 84 －
を
書
い
た
と
の
記
事
が
あ
り
、「
我
が
大
学
の
図
書
館
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
・
メ
イ
ザ
ア
氏
記
念
の
た
め
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
メ
イ
ザ
ア
家
の
寄
付
建
立
に
か
か
る
も
の
で
…
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
　
「
メ
ー
ザ
ー
」「
メ
イ
ザ
ア
」
と
表
記
は
揺
ら
い
で
い
る
が
、
い
ず
れ
も
「
マ
ザ
ー
」
に
類
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
。
　
な
お
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
『
朝
日
新
聞
』（
一
九
一
一
年
四
月
二
〇
日
）
に
は
、「
英
国
の
教
育
家
サ
ー
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
、
マ
ザ
ー
が
普
く
世
界
の
工
業
教
育
機
関
を
比
較
調
査
し
…
」
と
の
記
述
が
見
え
る
。
こ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ザ
ー
は
お
そ
ら
く
“Sir W
illiam
 
M
ather (1838-1920), m
echanical engineer and textile 
equipm
ent m
anufacturer,
（
略
）
” (O
xford D
ictionary of 
N
ational Biography, V
ol.37, O
xford U
niversity Press, 
2004
）
の
こ
と
で
、『
朝
日
』
の
書
く
「
マ
ザ
ー
」
が
サ
ミ
ュ
エ
ル
等
と
同
じ
姓ʻM
atherʼ
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
　
つ
ま
り
「
メ
ー
ザ
ー
」
は
時
代
の
癖
と
い
っ
た
類
の
表
記
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
　
池
袋
に
移
転
し
た
二
〇
世
紀
初
頭
の
立
教
大
学
に
は
、
首
脳
陣
を
は
じ
め
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
教
師
・
聖
職
者
が
在
籍
し
て
い
た
。
　
図
書
館
寄
贈
者
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
マ
ザ
ー
本
人
と
も
直
接
交
流
が
あ
っ
た
ら
し
い
彼
ら
が
「
メ
ー
ザ
ー
」
と
発
音
し
て
い
た
と
考
え
る
の
は
、
か
な
り
無
理
が
あ
る
。
　
お
そ
ら
く
は
、
日
本
人
の
誰
か
が
言
い
始
め
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
メ
ー
ザ
ー
」
表
記
に
先
立
っ
て
使
用
さ
れ
た
「
マ
ザ
ー
」
表
記
の
用
例
が
発
見
で
き
て
い
な
い
以
上
、
最
初
の
「
メ
ー
ザ
ー
」
の
用
例
を
特
定
す
る
こ
と
は
、
今
回
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
 
（
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
課
長
）
